
基礎から臨床まで学ぶ
　　　頸部可動域訓練の考え方

3月16日（水）20:00〜
オンラインサロン嚥下セミナー

脳外臨床研究会　嚥下セミナー講師　小西　弘晃



基本訓練（間接訓練）

日
本
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会

訓
練
法
の
ま
と
め



頸部の関節可動域表示ならびに測定法

（　　）（　　）

（　　） （　　）

（　　） （　　）

参考可動域は？ 基本軸・移動軸は？運動方向は？



基礎から臨床まで学ぶ頸部関節可動域の考え方

①頸部可動域制限が摂食嚥下に与える影響について

②頸部・頭部とは？ 
　　頭頸部の解剖・運動学について

③頭頸部可動域の評価・治療アプローチ



口腔送り込み期 咽頭期
嚥下圧 嚥下反射

先行期 
（認知期）
食物の認識 
視覚

食塊形成

摂食:食の認識 

口腔準備期
嚥下：食べ物を胃まで飲み込むこと

食道期
蠕動運動

口への取り込み
食物に対して 
口を合わせる
（頸部のリーチ）

咀嚼
開閉口運動

咽頭喉頭 
内腔距離

食塊の流れる 
スペース

頸部可動域制限が摂食嚥下に与える影響について

嚥下関連筋 
収縮効率性



先行期（認知期）とは？

摂食する食物の性状を認知すること

口に入れるまでの段階で、何をどのように食べるか、視
覚、聴覚、触覚などにより食べ物を認知し、判断する時
期。 この段階は、食欲や心理的要因、認知機能、上肢の
運動機能等も影響する。

視覚、嗅覚、触覚などから食物を認識して口に運ぶ前の時期



先行期とは？認知期とは？

他の事柄よりも先に進むこと 
先にたっててて引きすること

運動（口に食物を入れる）
が行われるよりも先に脳内
で処理が行われている

どんな処理？→認知
外界にあるの対象を知覚したうえでそれを統合し、結果何
であるかを過去の経験や知識をもとに判断したり解釈した
りする過程のこと



摂食行動
空腹感

環境の認知

視床下部 
（動機づけ）

食物・非食物の識別

好き？嫌い？

食べる！ 
（企画） プログラム 運動実行

頭頂連合野 大脳辺縁系

前頭連合野 運動前野 
補足運動野 一次運動野

皮質脊髄路

感覚入力

運動出力

反射

皮質網様体脊髄路

皮質延髄路

末梢性嚥下

中枢性嚥下

＜食べるまでの脳内の流れ＞

視床下部

辺縁連合野

頭頂連合野
前頭連合野

側頭連合野

運動前皮質



頸部関節可動域制限による視野範囲の低下

視覚
頸部左回旋可動域制限



食物の取り込み

食物に対しての準備

頸部可動域制限が認知期に与える影響について

頸部

姿勢
物品

舌



口腔送り込み期 咽頭期
嚥下圧 嚥下反射

先行期 
（認知期）
食物の認識 
視覚

食塊形成

摂食:食の認識 

口腔準備期
嚥下：食べ物を胃まで飲み込むこと

食道期
蠕動運動

口への取り込み
食物に対して 
口を合わせる
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＜開閉口に伴う下顎頭と関節円板の運動＞

頭蓋骨（上顎骨）

下顎骨

関節円板

外側翼突筋

＜閉口している時＞ ＜少し開口している時＞ ＜最大開口している時＞

頸部可動域制限が準備期に与える影響について
『咀嚼運動（開閉口運動）』
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食塊はどのように咽頭喉頭を流れていくのか？

咽頭喉頭 
腹臥位構造

頸部可動域制限が送り込み期に与える影響について





	

咽頭・喉頭の解剖学

下咽頭

中咽頭

食塊の流れ



 

l  


	

喉頭蓋と舌が離れて、食材を安全な場所（喉頭蓋谷）に溜められる

頭部・頸部屈曲

 

l  


	

直接喉頭に 
流れ込みにくい

喉頭蓋谷 
が広がる

頸部屈曲位での食塊の流れる位置について



l 
 

	

l 
 

	

喉頭蓋と舌が接触し滑り台の様になり、食塊が喉頭に流れ込みやすい

頭頸部伸展位

背中側

腹部側

直接 
喉頭に 

流れ込みにくい

頸部伸展位での食塊の流れる位置について



頸部角度とスピード（重力）の違いを考えてみましょう！

３０°

４５°
６０°

９０° ４５°



回旋・側屈での食塊の流れについて

左麻痺

頸部左側屈





回旋での食塊の流れについて

	

下咽頭

中咽頭

食塊の流れ

頸椎

頸椎

梨状陥凹 頸椎右回旋

梨状陥凹が狭小化 
（下咽頭コントロール）



頸部回旋による梨状窩の形態変化
＜頸部右回旋＞



下顎骨 C３

C４

C５

通常

①

②

下顎骨
C３

C４

C５

頭部屈曲位

①

②

①舌根・咽頭後壁間距離
②喉頭蓋喉頭面中間点・披裂部間距離

.Jpn. Bronchoesophagol. Soc. Vol. 50 No. 3 目 気 食 会 報, 50(3), 1999 　　　顎引き頭位の嚥下機能 に及ぼす影響  唐帆健浩 

＊咽頭喉頭内腔の 
　　距離を狭くする 

→嚥下圧を高める

咽頭喉頭内腔距離と嚥下圧について
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収縮効率性



重力 後頭下筋群の活動↓

舌骨上下筋群の活動

頭長筋 
頸長筋 の活動

頸部前面筋（嚥下関連筋群） 
　　が効率よく働く筋の張力　　　

→嚥下反射での 
　筋活動の効率性↑

頸部可動域制限が咽頭期に与える影響について



重心

頭部

身体

頭部の支点 
（第一頸椎・環椎）

後頸部筋

頭の重心

頸部可動域制限が咽頭期に与える影響について



円背（過伸展） 円背（過屈曲）

頸部姿勢による嚥下筋群の張力変化

体験 頸部姿勢による嚥下反射の変化を感じてみよう！

頸部の位置変化 
（筋張力↓）

嚥下筋群の出力↓

嚥下圧・反射↓

努力性・複数回嚥下 
口腔内残渣



C３

C４

C５

挙上前進位

挙上後退位

安静位

C３

C４

C５

挙上前進位

挙上後退位

安静位

頭部・頸部屈曲位では、舌骨が重力に抗して
挙上前進方向に移動しなくても反射が起きている。
→少ない筋活動での嚥下が可能になる！

.Jpn. Bronchoesophagol. Soc. Vol. 50 No. 3 目 気 食 会 報, 50(3), 1999 　　顎引き頭位の嚥下機能 に及ぼす影響  唐帆健浩 

＜頭部・頸部屈曲位＞

頭頸部屈曲における舌骨運動の違い



基礎から臨床まで学ぶ頸部関節可動域の考え方
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③頭頸部可動域の評価・治療アプローチ



嚥下造影からみた摂食・嚥下の運動学 
昭和大学医学部リハビリテーション医学教室　依田　光正

頭部・頸部の運動学と解剖学について

＜頭部屈曲＞ ＜頸部屈曲＞ ＜複合屈曲＞

頭頚部の運動は環椎後頭関節を中心とする頭部の運動と 
　　　　　下位頚椎を中心とする頚部の運動から規定される(Hislop H.J.2002)



頭部・頸部の運動学と解剖学について

①環椎後頭関節
　（頭蓋骨・環椎）

②環軸関節
環椎（C１）・軸椎（C2）

③椎間関節（C３～７）

頭部
（上位頚椎）

頸部
（下位頚椎）

C1

C２
C３
C４
C５

C６
C７

（隆椎）
＜Daniels分類＞



楕円関節

環椎後頭関節の解剖・運動学



環軸関節の解剖・運動学
環軸関節とは：環椎と軸椎の間にある３つの関節からなる複関節の一種であ
る。

回旋

正中環軸関節：車軸関節

左右の外側環軸関節：平面関節



頚椎は，前後屈，左右回旋，左右側屈の６方向に運動方向をもっている. 
前後屈の最大可動域は，C5‒６椎間にあり，前屈角度は C５‒６, C４‒５で大きく，後屈角度は C６-
７, C４-５ で大きいことが明らかにされている. 
回旋運動は C１-２間で最大(全可動域の 49.0%)，Oc-C1で最小(全可動域の 2.3%)の可動域

第２～７頚椎の解剖・運動学について



体験 頭部・頸部の運動を体験してみましょう！



基礎から臨床まで学ぶ頸部関節可動域の考え方

①頸部可動域制限が摂食嚥下に与える影響について
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　　頭頸部の解剖・運動学について

③頭頸部可動域の評価・治療アプローチ



頭頸部の評価・治療について
頭部・頸部を分けての評価・治療について 
　　頭部：環椎後頭関節・環軸関節→後頭下筋群 
　　頚椎：椎間関節 

　・骨の触診 
　　　後頭隆起→第７頚椎棘突起→第２頚椎棘突起 
　・関節運動 
　　　環椎後頭関節、環軸関節 
　　　第３～７椎間関節 
　・筋肉の評価（触診） 



２横指以下

見かけ上の気管短縮



嚥下時の頭頸部のバイオメカニクス

頸長筋

頭長筋

後頭下筋群

板状筋
半棘筋

舌骨下筋群

舌骨上筋群



板状筋 半棘筋後頭下筋群

頭長筋・頸長筋

嚥下時に必要な頭頸部のバイオメカニクス

舌骨上下筋群

頭部：頭蓋骨・環椎・軸椎 頸部：第２～７頚椎

体幹筋

頸長筋

頭長筋

後頭下筋群
板状筋

半棘筋

舌骨下筋群
舌骨上筋群



評価・治療ポイントのまとめ
部位 骨（触診） 関節 筋肉

頭部 頭蓋骨・C１～２ 環椎後頭関節 後頭下筋群

頸部 C２～７ 椎間関節 半棘筋・板状筋

肩甲骨 肩甲骨（肩甲棘・上角） 僧帽筋上部 
肩甲挙筋

鎖骨 
胸骨 鎖骨・胸骨・第1肋骨 胸鎖乳突筋 

斜角筋

①頭長筋・頸長筋（ディープフロント）
②舌骨上下筋群

柔
軟
性
（
長
さ
が
重
要
）

活
動
を
促
す



胸骨

鎖骨

肩甲骨
鎖骨

頭頸部の可動域制限の評価・治療について

頭蓋骨
（後頭隆起）

stability
(固定)

mobility
(運動)

stability
(固定)

mobility
(運動)

頭板状筋

胸鎖乳突筋

僧帽筋上部



頭頸部の可動域制限の評価・治療について


